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（
再

評
価

）

令
和

２
年

７
月

３
０

日

国
土

交
通

省
関

東
地

方
整

備
局

東
日

本
高

速
道

路
株

式
会

社

中
日

本
高

速
道

路
株

式
会

社

東
京

外
か

く
環

状
道

路
（
関

越
～

東
名

）

資
料

５
－

１
－

①
令

和
２

年
度

第
１

回

関
東

地
方

整
備

局

事
業

評
価

監
視

委
員

会

2



凡
例

開
通

済
区

間
２

車
線

事
業

中
４

車
線

首
都

高
※

３
環

状
９

放
射

除
く

６
車

線
以

上

１
．

事
業

の
概

要
（
１

）
首

都
圏

三
環

状
道

路
の

概
要

•
首

都
圏

三
環

状
道

路
は

、
都

心
部

の
慢

性
的

な
交

通
渋

滞
の

緩
和

及
び

、
環

境
改

善
へ

の
寄

与
等

を
図

り
、

さ
ら

に
、

我
が

国
の

経
済

活
動

の
中

枢
に

あ
た

る
首

都
圏

の
経

済
活

動
と

く
ら

し
を

支
え

る
社

会
資

本
と

し
て

、
重

要
な

役
割

を
果

た
す

道
路

。
•

近
年

の
開

通
に

よ
り
、
首

都
圏

全
体

の
生

産
性

を
高

め
る

重
要

な
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

と
し

て
ス

ト
ッ

ク
効

果
を

発
揮

。
（
圏

央
道

は
約

９
割

が
開

通
済

み
。
外

環
道

は
約

６
割

が
開

通
済

み
。
中

央
環

状
線

は
全

線
開

通
済

み
。
）

東
京

外
環

（
関

越
～

東
名

）

平
成

2
9
年

2
月

26
日

開
通

平
成

3
0
年

6
月

2
日

開
通

松
尾
横

芝
Ｊ

Ｃ
Ｔ

令
和

６
年

度
※

2

平
成

2
9
年

3
月

18
日

開
通

平
成

3
0
年

3
月

10
日

開
通

生
麦
JC
T

晴
海

港
北

J
C
T

※
１

Ｒ
２

財
政

投
融

資
活

用
予

定
箇

所
※

２
用

地
取

得
等

が
順

調
な

場
合

※
開

通
見

込
み

年
度

は
令

和
２

年
７

月
時

点
の

公
表

資
料

よ
り

○
東

京
外

か
く
環

状
道

路
（
外

環
道

）

◆
都

心
か

ら
約

１
５
ｋ
ｍ

、
延

長
約

８
５
ｋ
ｍ

○
首

都
圏

中
央

連
絡

自
動

車
道

（圏
央

道
）

◆
都

心
か

ら
半

径
約

４
０
～

６
０

ｋ
ｍ

延
長

約
３

０
０

ｋ
ｍ

○
首

都
高

速
中

央
環

状
線

（中
央

環
状

線
）

◆
都

心
か

ら
約

８
ｋ
ｍ

、
延

長
約

４
７

ｋ
ｍ

N

1

令
和

６
年

度
※

1

令
和

７
年

度
※

1

釜
利

谷
J
C

T

藤
沢

IC

（
仮

称
）
栄

IC
・J

C
T

（
仮

称
）
戸

塚
IC

3



環 状 ８ 号 線

環 状 ７ 号 線

（
仮

称
）
東

名
J
C

T

（
仮

称
）
中

央
J
C

T大
泉

J
C

T

中 央 環 状 線

(仮
称

)東
八

道
路

IC

(仮
称

)青
梅

街
道

IC

(仮
称

)目
白

通
り

IC

20

17
25
4

24
6

40
9

15

至
埼

玉

至 山 梨

至
神

奈
川

至 都 心 部

至
神

奈
川

至
埼

玉

東
京

都
練

馬
区

大
泉

町
と

う
き

ょ
う

ね
り

ま
お

お
い

ず
み

ま
ち

東
京

都
世

田
谷

区
宇

奈
根

と
う

き
ょ

う
せ

た
が

や
う

な
ね

延
長

1
6
.2

km

再 評 価 対 象 区 間

東 京 外 か く 環 状 道 路 （ 関 越 ～ 東 名 ）

2

１
．

事
業

の
概

要

計
画

延
長

・
幅

員
：
1
6
.2
k
m
・
4
0
.0
～
9
8
.0
ｍ

車
線

数
：
６

車
線

計
画

交
通

量
：
7
2
,6
0
0
～
9
2
,2
0
0
台

/
日

事
業

化
：
平

成
２
１

年
度

事
業

費
：
2
兆
3
,5
7
5
億

円

•
首

都
圏

の
慢

性
的

な
渋

滞
の

緩
和

•
沿

道
環

境
の

改
善

•
周

辺
の

生
活

道
路

の
安

全
性

の
向

上
•

企
業

活
動

へ
の

支
援

•
臨

海
部

（
羽

田
空

港
等

）
と

の
ア

ク
セ

ス
性

向
上

（２
）

外
環

（
関

越
～

東
名

）
の

概
要

•
外

環
（関

越
～

東
名

）
は

、
関

越
自

動
車

道
と

接
続

し
、

住
宅

地
等

の
市

街
地

を
通

過
し

、
東

名
高

速
道

路
へ

接
続

し
て

い
る

。

計
画

の
概

要

目
的

区
間
：
自

）
東
京

都
練

馬
区
大

泉
町

至
）

東
京

都
世

田
谷
区

宇
奈
根

と
う

き
ょ

う
ね

り
ま

お
お

い
ず

み
ま

ち

と
う

き
ょ

う
せ

た
が

や
う

な
ね

位
置

図

平
面

図

標
準

横
断

図凡
例

高
速

道
路

（
供

用
中

）

高
速

道
路

（
事

業
中

）

高
速

道
路

（
計

画
中

）

首
都

高

一
般

国
道

主
要

地
方

道

一
般

都
道

府
県

道

9
2
,2

0
0
台

/
日

72
,6

0
0
台

/
日

東
京

外
か

く
環

状
道

路
（
関

越
～

東
名

）
延

長
16

.2
km

4



3

２
．

事
業

の
進

捗
状

況
と

見
込

み
等

（
１

）
事

業
の

進
捗

状
況

１
）
事

業
の

経
緯

○
昭

和
４

１
年

７
月

：都
市

計
画

決
定

（
高

架
方

式
）

○
昭

和
４

５
年

１
０

月
：建

設
大

臣
に

よ
る

、
い

わ
ゆ

る
凍

結
発

言

○
平

成
１

２
年

４
月

：
地

元
住

民
団

体
と

の
話

し
合

い
を

開
始

○
平

成
１

３
年

１
月

：
国

土
交

通
大

臣
・
東

京
都

知
事

、
現

地
視

察

○
平

成
１

３
年

４
月

：
現

計
画

を
地

下
構

造
に

変
更

す
る

「
計

画
の

た
た

き

台
」
を

公
表

○
平

成
１
９
年

４
月

：都
市

計
画

変
更

決
定

（地
下

方
式

）

○
平

成
２
１
年

５
月

：整
備

計
画

決
定

、
事

業
化

○
平

成
２
４
年

４
月

：東
日

本
高

速
道

路
(株

)、
中

日
本

高
速

道
路

(株
)

に
対

す
る

有
料

道
路

事
業

許
可

○
平

成
２
６
年

３
月

：大
深

度
地

下
使

用
の

認
可

○
平

成
２
７
年

３
月

：都
市

計
画

変
更

決
定

（地
中

拡
幅

部
）

○
平

成
２
７
年

６
月

：都
市

計
画

事
業

承
認

及
び

認
可

東 京 都 世 田 谷 区 宇 奈 根

と う き ょ う せ た が や う な ね

と う き ょ う ね り ま お お い ず み ま ち

東 京 都 練 馬 区 大 泉 町

至 埼 玉

至 神 奈 川

大
泉
J
C
T

(
仮

称
)
中

央
J
C
T

(
仮

称
)
東

名
J
C
T

(
仮

称
)目

白
通

り
I
C

（
出
入

口
）

(
仮

称
)青

梅
街

道
I
C

（
出
入

口
）

(
仮

称
)
東

八
道
路

I
C

（
出

入
口

）

平
面

図

凡
例

5



4

２
．

事
業

の
進

捗
状

況
と

見
込

み
等

東 京 都 世 田 谷 区 宇 奈 根

と う き ょ う せ た が や う な ね

と う き ょ う ね り ま お お い ず み ま ち

東 京 都 練 馬 区 大 泉 町

至 埼 玉

至 神 奈 川

平
面

図

環
状

８
号

線

(
仮
称
)
中

央
J
C
T

(
仮
称

)
東
名

J
C
T

(
仮
称

)東
八

道
路

IC

(仮
称

)青
梅
街
道

I
C

(
仮
称

)目
白

通
り

IC

大
泉
JC
T

凡
例

再
評

価
対

象
区

間

（
未

供
用

）

高
速

道
路

・首
都

高
速

道
路

一
般

国
道

主
要

地
方

道

未
着

手
施

工
中凡

例

前
回

評
価

時

H
2
8

今
回

評
価

時

Ｒ
２

•
用

地
取

得
率

は
約

9
0
％

。
（
令

和
２

年
６

月
末

時
点

面
積

ベ
ー

ス
）
（
大

深
度

区
間

は
、

用
地

買
収

対
象

外
)

•
本

線
ト
ン

ネ
ル

工
事

に
つ

い
て

は
、

東
名

側
及

び
大

泉
側

の
両

側
か

ら
ト
ン

ネ
ル

掘
進

工
事

中
。

（
１

）
事

業
の

進
捗

状
況

２
）
前

回
再

評
価

以
降

の
主

な
整

備
状

況

（
仮

称
）

東
名

J
C

T

（
仮

称
）
青

梅

街
道

ＩＣ
大

泉
J
C

T
合

計

8
1
%

9
%

9
2
%

7
4
%

改
変

部

ト
ン

ネ
ル

※
ト

ン
ネ

ル
部

分
の

用
地

は
区

分
地

上
権

ト
ン

ネ
ル

構
造

工 事

用
地

（
仮

称
）

中
央

J
C

T
ト

ン
ネ

ル
ト

ン
ネ

ル

8
0
%

（
仮

称
）

東
名

J
C

T

（
仮

称
）
青

梅

街
道

ＩＣ
大

泉
J
C

T
合

計

9
8
%

2
8
%

9
9
%

9
0
%

改
変

部

ト
ン

ネ
ル

ト
ン

ネ
ル

構
造

工 事

用
地

（
仮

称
）

中
央

J
C

T
ト

ン
ネ

ル
ト

ン
ネ

ル

9
9
%

98
%

99
%

※
ト

ン
ネ

ル
部

分
の

用
地

は
区

分
地

上
権

H
3
1年

1
月

2
6日

大
泉

J
C

T
側

シ
ー

ル
ド

マ
シ

ン
発

進
式

大
泉

J
C

T
側

本
線

ト
ン

ネ
ル

北
行

東
名

J
C

T
側

本
線

ト
ン

ネ
ル

南
行

【ト
ン

ネ
ル

工
事

の
状

況
】

6



２
．

事
業

の
進

捗
状

況
と

見
込

み
等

•
本

線
ト
ン

ネ
ル

の
東

名
側

シ
ー

ル
ド
マ

シ
ン

２
基

は
平

成
2
9
年

2
月

に
発

進
し

、
そ

れ
ぞ

れ
約

3
.7

ｋ
ｍ

、
約

2
.8

ｋ
ｍ

の
トン

ネ
ル

掘
進

完
了

。
•

本
線

ト
ン

ネ
ル

の
大

泉
側

シ
ー

ル
ド
マ

シ
ン

２
基

は
平

成
3
1
年

1
月

に
発

進
し

、
そ

れ
ぞ

れ
約

0
.9

ｋ
ｍ

、
約

0
.5

ｋ
ｍ

の
トン

ネ
ル

掘
進

完
了

。

（
１

）事
業

の
進

捗
状

況
２

）
前

回
再

評
価

以
降

の
主

な
整

備
状

況

5

・
東

名
側

シ
ー

ル
ド
マ

シ
ン

・大
泉

側
シ

ー
ル

ド
マ

シ
ン

・
発

進
式

（
平

成
29

年
2月

19
日

開
催

）

・
施

工
状

況
（
令

和
2年

7月
撮

影
）

延
長

:約
16

km

※
掘

進
延

長
は

令
和

2年
6月

末
時

点

・
本

線
ト
ン

ネ
ル

掘
進

状
況

・
施

工
状

況
（
令

和
2年

7月
撮

影
）

・
発

進
式

（
平

成
31

年
1月

26
日

開
催

）

（南
行

）約
3.

7ｋ
ｍ

掘
進

完
了

（
北

行
）
約

2.
8ｋ

ｍ
掘

進
完

了

（
南

行
）約

0.
5ｋ

ｍ
掘

進
完

了

（北
行

）約
0.

9ｋ
ｍ

掘
進

完
了

7



２
．

事
業

の
進

捗
状

況
と

見
込

み
等

•
各

J
C
T
に

お
い

て
、

本
線

ト
ン

ネ
ル

と
地

上
を

結
ぶ

ラ
ン

プ
部

の
ト
ン

ネ
ル

工
事

・
橋

梁
工

事
・
改

良
工

事
等

を
実

施
中

。

（
１

）事
業

の
進

捗
状

況
２

）
前

回
再

評
価

以
降

の
主

な
整

備
状

況

6
※

各
JC

Tの
状

況
及

び
施

工
状

況
写

真
に

つ
い

て
は

令
和

2年
6月

撮
影

・
JC

Tの
状

況
（令

和
2年

6月
撮

影
）

空
撮

（
東

名
JC

T）
空

撮
（
大

泉
JC

T）
空

撮
（
中

央
JC

T）

ラ
ン

プ
部

開
削

ボ
ッ

ク
ス

施
工

状
況

（
東

名
JC

T）
ラ

ン
プ

部
開

削
ボ

ッ
ク

ス
施

工
状

況
（
中

央
JC

T）
橋

梁
上

部
工

施
工

状
況

（
大

泉
JC

T）

8



7

２
．

事
業

の
進

捗
状

況
と

見
込

み
等

（１
）
事

業
の

進
捗

状
況

３
）自

然
資

源
の

保
全

の
た

め
の

取
り

組
み

（
八

の
釜

憩
い

の
森

保
全

（
大

泉
Ｊ

Ｃ
Ｔ

）
）

•
地

域
の

み
な

さ
ま

か
ら

幅
広

く
意

見
を

聴
き

な
が

ら
、

湧
水

地
及

び
周

辺
地

域
の

自
然

資
源

の
保

全
措

置
方

針
の

検
討

を
実

施
し

、
「
八

の
釜

憩
い

の
森

」
の

保
全

措
置

方
針

を
策

定
。

（
平

成
2
5
年

1
2
月

）
•

外
環

事
業

で
は

、
今

後
も

「
八

の
釜

憩
い

の
森

」
の

保
全

を
図

り
な

が
ら

工
事

を
進

め
て

行
く
予

定
。

《保
全

措
置

方
針

》
《
八

の
釜

保
全

状
況

》

土
砂

流
入

防
止

措
置

の
状

況
（
R

2.
1
）

八
の

釜
の

湧
き

水
の

保
全

状
況

（R
2.

1
）

カ
ワ

モ
ヅ

ク
（
絶

滅
危

惧
Ⅱ

類
）

カ
ワ

モ
ヅ

ク
生

息
地

の
保

全
状

況
（
R

2
.1

）

キ
シ

ノ
ウ

エ
ト
タ

テ
グ

モ
（
準

絶
滅

危
惧

）
類

似
環

境
へ

の
退

避
状

況
（
H

2
8.

5）

9



8

２
．

事
業

の
進

捗
状

況
と

見
込

み
等

（
１

）
事

業
の

進
捗

状
況

４
）
沿

線
地

域
の

ま
ち

づ
く
り

と
一

体
と

な
っ

た
取

り
組

み
（中

央
Ｊ
Ｃ

Ｔ
）

•
三

鷹
市

、
国

、
東

京
都

の
協

働
で

「
北

野
の

里
（
仮

称
）
ま

ち
づ

く
り
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
」
を

開
催

し
、
ま

ち
づ

く
り
方

針
に

基
づ

き
、
よ

り
具

体
的

な
中

央
Ｊ
Ｃ

Ｔ
の

上
部

空
間

利
用

に
つ

い
て

、
市

民
参

加
の

も
と

検
討

を
実

施
。

•
今

後
と

も
、
東

京
外

環
整

備
後

の
沿

線
地

域
の

ま
ち

づ
く
り
に

関
し

、
沿

線
自

治
体

と
連

携
し

て
い

く
予

定
。

《
北

野
の

里
（
仮

称
）
ま

ち
づ

く
り

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
で

の
と

り
ま

と
め

》

10



9

•
千

葉
外

環
開

通
や

堀
切

～
小

菅
J
C
T
間

及
び

板
橋

～
熊

野
町

J
C
T
間

の
４
車

線
化

に
よ

り
、

中
央

環
状

線
の

渋
滞

損
失

時
間

が
減

少
。

•
た

だ
し

、
中

央
環

状
線

西
側

区
間

の
渋

滞
損

失
時

間
は

東
側

区
間

に
比

べ
て

大
き

く
、
交

通
課

題
が

残
存

。
•

外
環

（
関

越
～

東
名

）
の

整
備

に
よ

り
、
都

心
の

交
通

課
題

の
改

善
が

期
待

。

■
首

都
高

の
渋

滞
損

失
時

間
（
千

葉
外

環
開

通
前

）
■

首
都

高
の

渋
滞

損
失

時
間

（
千

葉
外

環
開

通
後

）

中
央

環
状

線
西

側
区

間
（
大

橋
J
C

T
～

熊
野

町
J
C

T
）

中
央

環
状

線
東

側
区

間
（
小

菅
J
C

T
～

葛
西

J
C

T
）

渋
滞

損
失

（万
人

時
間

/
年

km
）

葛
西

J
C

T

中 央 環 状 線

東 側 区 間

新
宿

線

川 口 線 中
央

環
状

線

熊
野

町
J
C

T

西
新

宿
J
C

T 大
橋

J
C

T

小
菅

J
C

T

葛
西

J
C

T

中 央 環 状 線

東 側 区 間

新
宿

線

川 口 線 中
央

環
状

線

湾
岸

線

西
新

宿
J
C

T

大
橋

J
C

T

千
葉

外
環

に
並

行
す

る
中

央
環

状
線

の
損

失
時

間
が

減
少

小
菅

J
C

T
H

30
.2

4
車

化

２
．

事
業

の
進

捗
状

況
と

見
込

み
等

（２
）
社

会
情

勢
等

の
変

化
１

）千
葉

外
環

開
通

後
も

交
通

課
題

が
残

る
中

央
環

状
線

西
側

区
間

凡
例

（万
人

時
間

/
年

km
）

12
～

3
0

30
以

上

凡
例

（
万

人
時

間
/
年

km
）

12
～

3
0

30
以

上

渋
滞

損
失

（万
人

時
間

/
年

km
）

約
1
4
％

減
少

約
8
9
％

減
少

出
典

ト
ラ

カ
ン

デ
ー

タ
（
H

30
.7

～
H

30
.9

（
全

日
昼

1
2時

間
））

渋
滞

損
失

時
間

12
万

人
時

間
／

年
km

⇒
ほ

ぼ
毎

日
混

雑
し

て
い

る
区

間
で

、
特

に
ピ

ー
ク

時
に

は
旅

行
速

度
の

平
均

が
40

km
/h

以
下

と
な

る
よ

う
な

箇
所

渋
滞

損
失

時
間

30
万

人
時

間
／

年
km

⇒
ほ

ぼ
毎

日
渋

滞
し

て
い

る
区

間
で

、
特

に
ピ

ー
ク

時
に

は
旅

行
速

度
の

平
均

が
20

km
/h

以
下

と
な

る
よ

う
な

箇
所

「
首

都
圏

ボ
ト

ル
ネ

ッ
ク

対
策

協
議

会
第

２
回

（
H

2
4.

7
.2

6
）

指
標

の
考

え
方

（
参

考
）」

よ
り

出
典

ト
ラ

カ
ン

デ
ー

タ
（
H

29
.7

～
H

29
.9

（
全

日
昼

12
時

間
）
）

【
千

葉
外

環
開

通
前

後
中

央
環

状
線

（
西

側
・
東

側
）の

渋
滞

損
失

時
間

】

千
葉

外
環

開
通

後
、

Ｊ
Ｃ

Ｔ
部

４
車

線
化

後
も

西
側

区
間

の
渋

滞
は

残
存

湾
岸

線

※
中

央
環

状
線

は
太

矢
印

で
記

載
※

中
央

環
状

線
は

太
矢

印
で

記
載

熊
野

町
J
C

T
H

3
0
.3

4
車

化

外
環

（
関

越
～

東
名

）
に

並
行

す
る

中
央

環
状

線
は

損
失

時
間

が
大

き
い

区
間

が
残

存

中 央 環 状 線

西 側 区 間

中 央 環 状 線

西 側 区 間

11



２
．

事
業

の
進

捗
状

況
と

見
込

み
等

（
２

）社
会

情
勢

等
の

変
化

２
）
環

状
８

号
線

の
交

通
状

況
等

•
外

環
（
関

越
～

東
名

）
に

並
行

す
る

環
状

８
号

線
で

は
、

高
速

道
路

と
の

交
差

部
周

辺
で

交
通

渋
滞

が
発

生
。

•
事

故
類

型
は

車
両

相
互

の
追

突
事

故
が

多
く
、

全
体

の
約

７
割

。
•

外
環

（
関

越
～

東
名

）
の

整
備

に
よ

り
、

交
通

の
転

換
が

図
ら

れ
、

交
通

混
雑

の
緩

和
、
交

通
事

故
の

減
少

が
期

待
。

■
事

故
類

型
環

状
８

号
線

外
環

東
名

J
C

T

中
央

J
C

T

大
泉

J
C

T

20

25
4

24
6 40

9
至

埼
玉

至 山 梨

至
神

奈
川

至
埼

玉

至
都

心
部

東
京

外
か

く
環

状
道

路
（
関

越
～

東
名

）
延

長
1
6
.2

km

再
評

価
対

象
区

間

中 の 橋
環 八

東 名 入 口

環 八 南 田 中

凡
例

高
速

道
路

（
供

用
中

）

高
速

道
路

（
事

業
中

）

首
都

高

一
般

国
道

主
要

地
方

道

都
道

等

主
要

な
信

号
交

差
点

主
要

渋
滞

箇
所

■
渋

滞
状

況
（
中

の
橋

交
差

点
付

近
）

出
典

交
通

事
故

デ
ー

タ
（
H

2
7－

H
30

）

66

12
020406080

整
備

前
整

備
後

約
５

４
分

短
縮

見
込

み

■
関

越
道

⇒
東

名
高

速
の

所
要

時
間

出
典

整
備

前
：

H
27

全
国

道
路

・
街

路
交

通
情

勢
調

査
を

用
い

て
算

出
整

備
後

：
外

環
は

設
計

速
度

を
用

い
て

算
出

至
練

馬
区

至
大

田
区

至
大

田
区

至
練

馬
区

写
真

①

写
真

②

写
真

①
写

真
②

谷 原

（
分

）

10

旅
行

速
度

（
km

／
ｈ

）

外 回 り

交
通

事
故

死
傷

事
故

率
（
件

/
億

台
キ

ロ
）

７
時

９
時

１
１

時

１
３

時

１
５

時

１
７

時

７
時

９
時

１
１

時

１
３

時

１
５

時

１
７

時

内 回 り

0
～

20
km

/
h

2
0～

30
km

/
h

3
0～

40
km

/
h

4
0k

m
/h

以
上

東
京

都
平

均
91

件
/
億

台
キ

ロ

※
主

要
渋

滞
箇

所
：
交

通
デ

ー
タ

や
地

域
の

声
等

を
基

に
渋

滞
対

策
協

議
会

に
お

い
て

特
定

し
た

、
地

域
全

体
と

し
て

渋
滞

を
実

感
し

て
い

る
箇

所 10
0

20
0

30
0

40
0

出
典

交
通

事
故

デ
ー

タ
（H

27
－

H
3
0）出

典
E
T
C

2
.0

プ
ロ

ー
ブ

デ
ー

タ
（
H

31
.1

～
R

1.
1
2（

全
日

）
）

撮
影

日
：
平

成
31

年
3
月

車
両

相
互

（
追

突
）

車
両

相
互

（
出

会
頭

）
車

両
相

互
（右

左
折

）

車
両

相
互

（
そ

の
他

）
車

両
単

独
人

対
車

両

車
両

相
互

の
追

突
事

故
が

約
７

割
（1

,1
32

件
中

74
3
件

）

74
3
件

（6
6%

）

84
件

（7
%
）

1
27

件
（
11

%）

10
9
件

（1
0%

）

15
件

（1
%
）

54
件

（5
%
）

#
#

#
18

#
28

#
#

16
18

#
15

#
#

#
29

27
.74

85
9

37
#

16
.8

#
23

.6
40

4
40

.1
41

41
#

#
16

.9
25

9
36

.46
32

.74
#

47
#

#
50

42
18

.33
34

#
15

16
#

10
10

10
#

#
10

#
12

12
.3

11
9.9

2
5

#
11

#
#

#
#

#
#

20
22

15
13

13
.81

2
75

65
5

16
19

14
.39

6
18

#
#

#
#

#
31

#
##

#

#
#

#
18

#
28

#
#

15
16

#
14

#
#

#
25

25
.43

96
4

36
#

15
.6

#
22

.9
86

9
37

.8
39

41
#

#
16

.32
8

32
.45

31
.95

#
48

#
#

48
41

17
.18

41
#

15
17

#
10

10
11

#
#

11
#

14
14

12
11

.3
#

13
#

#
#

#
#

#
22

25
14

12
14

.40
0

71
00

7
18

22
15

.33
8

20
#

#
#

#
#

32
#

##
#

#
#

#
18

#
28

#
#

16
18

#
16

#
#

#
31

27
.16

32
8

35
#

14
.9

#
22

.22
0

6
34

.7
36

38
#

#
16

.7
62

7
33

.15
31

.46
#

46
#

#
46

40
17

.7
93

5
#

15
17

#
10

11
12

#
#

14
#

20
18

.6
16

15
.6

4
#

19
#

#
#

#
#

#
25

26
17

14
21

.09
9

14
26

2
29

31
19

.6
3

24
#

#
#

#
#

33
#

##
#

#
#

#
15

#
24

#
#

14
15

#
13

#
#

#
23

23
.14

31
2

32
#

14
.2

#
21

.07
0

5
32

.5
34

37
#

#
15

.8
02

4
30

.11
30

.28
#

45
#

#
43

39
18

.4
12

3
#

15
18

#
12

13
15

#
#

20
#

26
20

.9
18

17
.9

1
#

23
#

#
#

#
#

#
26

27
17

16
25

.03
8

38
43

7
35

34
19

.93
4

24
#

#
#

#
#

32
#

##
#

#
#

#
14

#
23

#
#

14
15

#
13

#
#

#
23

23
.38

3
8

33
#

15
#

22
.2

35
7

34
.4

36
38

#
#

15
.3

28
2

29
.05

29
.56

#
45

#
#

42
39

18
.89

99
#

16
19

#
13

15
18

#
#

24
#

29
22

.3
20

20
.0

9
#

25
#

#
#

#
#

#
28

28
18

17
25

.95
1

79
77

3
35

33
18

.31
4

23
#

#
#

#
#

32
#

##
#

#
#

#
15

#
25

#
#

16
19

#
16

#
#

#
30

27
.48

38
2

37
#

16
.6

#
24

.36
4

9
37

.9
38

40
#

#
16

.0
82

8
31

.64
29

.71
#

45
#

#
42

40
19

.9
23

3
#

19
24

#
17

21
25

#
#

31
#

34
24

.6
22

23
.0

7
#

30
#

#
#

#
#

#
32

31
20

20
33

.07
4

74
68

5
44

37
19

.31
1

25
#

#
#

#
#

34
#

##
#

#
#

#
17

#
26

#
#

19
22

#
19

#
#

#
40

30
.79

54
7

38
#

17
#

24
.81

45
39

.2
39

40
#

#
17

.08
8

34
.1

30
.43

#
47

#
#

46
41

20
.5

51
4

#
20

26
#

19
25

30
#

#
37

#
37

25
.1

23
24

.46
#

33
#

#
#

#
#

#
34

33
21

21
39

.58
5

86
67

9
52

39
20

.19
4

26
#

#
#

#
#

33
#

##
#

#
#

#
16

#
25

#
#

17
20

#
18

#
#

#
39

30
.22

72
9

38
#

16
.3

#
23

.87
1

6
37

.2
39

40
#

#
14

.6
93

2
27

.79
29

.37
#

46
#

#
44

40
19

.1
05

1
#

19
24

#
18

24
29

#
#

36
#

36
24

.7
22

23
.0

9
#

32
#

#
#

#
#

#
31

31
19

19
37

.39
2

73
64

7
53

39
19

.16
4

25
#

#
#

#
#

32
#

##
#

#
#

#
15

#
23

#
#

16
19

#
17

#
#

#
37

29
.47

25
5

37
#

15
.7

#
23

.27
53

35
.8

37
39

#
#

13
.5

96
2

23
.72

27
.83

#
45

#
#

43
40

18
.6

78
6

#
18

22
#

16
21

26
#

#
35

#
36

23
.9

21
22

.14
#

31
#

#
#

#
#

#
31

30
19

16
30

.15
2

46
53

3
46

37
16

.9
1

21
#

#
#

#
#

30
#

##
#

#
#

#
14

#
22

#
#

16
18

#
17

#
#

#
37

28
.9

30
1

36
#

13
.8

#
20

.1
32

7
32

.3
36

37
#

#
12

.9
31

4
21

.41
27

.07
#

44
#

#
44

40
18

.06
55

#
16

20
#

14
17

21
#

#
33

#
35

21
19

19
.2

4
#

26
#

#
#

#
#

#
29

28
17

14
23

.12
0

30
19

2
36

34
15

.47
1

18
#

#
#

#
#

28
#

##
#

#
#

#
14

#
22

#
#

14
16

#
14

#
#

#
31

27
.40

66
7

35
#

13
.2

#
18

.03
2

29
.3

33
36

#
#

12
.9

43
8

21
.48

26
.84

#
44

#
#

45
40

17
.36

04
#

15
18

#
12

15
18

#
#

28
#

32
20

.1
18

17
.2

2
#

23
#

#
#

#
#

#
29

29
17

13
19

.56
50

47
7

31
31

15
.08

8
18

#
#

#
#

#
28

#
##

#

#
#

#
14

#
23

#
#

18
22

#
19

#
#

#
37

30
.35

61
4

37
#

15
.8

#
22

.39
0

5
35

.8
38

39
#

#
15

.9
43

6
31

.81
31

.16
#

47
#

#
45

40
17

.2
34

8
#

16
20

#
14

17
20

#
#

29
#

33
21

.7
20

20
.5

2
#

28
#

#
#

#
#

#
31

30
18

15
21

.17
62

16
1

32
33

16
.99

8
21

#
#

#
#

#
31

#
##

#

16
#

#
17

#
10

#
#

42
24

16
34

#
#

#
51

33
.78

01
4

36
#

38
.1

41
36

.18
2

22
.6

30
15

#
#

27
.35

35
.02

9
22

.96
#

27
#

#
17

14
26

.3
54

#
33

24
#

#
24

19
14

#
14

15
18

25
33

.9
#

31
#

#
#

#
#

#
35

29
29

52
56

.80
04

3
22

5
47

#
24

.1
69

36
48

#
#

#
#

#
23

#
##

#

13
#

#
14

#
9

#
#

41
24

15
34

#
#

#
51

32
.92

4
01

32
#

37
41

34
.75

4
21

.5
31

16
#

#
26

.91
3

31
.11

3
19

.69
#

20
#

#
14

11
23

.0
67

#
28

21
#

#
23

18
13

#
13

15
17

.2
24

33
.0

2
#

30
#

#
#

#
#

#
32

27
28

52
55

.93
82

12
13

46
#

24
.1

03
35

46
#

#
#

#
#

23
#

##
#

15
#

#
16

#
10

#
#

35
20

14
32

#
#

#
49

30
.62

84
7

30
#

35
.7

39
32

.21
4

20
.5

30
15

#
#

25
.70

2
28

.46
8

19
.17

#
19

#
#

13
11

19
.7

06
#

24
18

#
#

19
15

12
#

13
14

17
.3

23
32

.3
6

#
29

#
#

#
#

#
#

30
25

28
50

51
.50

43
23

44
41

#
22

.5
38

32
42

#
#

#
#

#
22

#
##

#

16
#

#
19

#
11

#
#

34
20

14
31

#
#

#
47

29
.42

75
8

28
#

34
.2

37
28

.60
1

18
.9

26
14

#
#

22
.62

21
.84

9
14

.82
#

13
#

#
10

9.5
15

.9
64

#
19

15
#

#
15

11
9

#
11

13
16

.8
23

31
.1

9
#

28
#

#
#

#
#

#
28

24
26

49
48

.52
01

38
87

36
#

19
.8

89
31

39
#

#
#

#
#

21
#

##
#

17
#

#
21

#
11

#
#

37
21

15
32

#
#

#
47

28
.88

22
7

27
#

31
.8

34
26

.98
5

18
25

14
#

#
20

.55
5

18
.05

5
12

.29
#

10
9

9
8

8.8
14

.4
73

#
17

14
#

#
14

11
9

#
11

13
17

.1
23

30
.7

7
#

27
#

#
#

#
#

#
27

23
26

49
48

.38
03

74
94

34
#

19
.5

89
31

40
#

#
#

#
#

21
#

##
#

18
#

#
23

#
12

#
#

39
22

15
32

#
#

#
49

31
.04

19
7

29
#

33
.9

37
29

.99
2

18
.9

27
14

#
#

22
.31

5
20

.89
3

14
.93

#
13

#
#

10
10

16
.5

17
#

19
16

#
#

16
12

10
#

12
13

17
.2

23
31

.3
#

28
#

#
#

#
#

#
28

24
27

51
52

.22
43

77
13

36
#

20
.0

22
33

44
#

#
#

#
#

23
#

##
#

18
#

#
23

#
12

#
#

38
22

14
32

#
#

#
51

31
.79

05
8

31
#

35
.9

41
34

.54
20

.6
30

16
#

#
24

.55
6

27
.37

8
18

.98
#

19
#

#
14

11
19

.1
66

#
22

18
#

#
19

14
11

#
13

14
17

.7
23

31
.0

3
#

28
#

#
#

#
#

#
29

25
27

50
53

.28
46

70
71

45
#

23
.8

27
33

44
#

#
#

#
#

22
#

##
#

17
#

#
21

#
12

#
#

35
20

14
31

#
#

#
49

30
.83

84
5

29
#

34
.4

40
31

.71
4

19
.8

30
15

#
#

25
.16

27
.15

3
18

.71
#

20
#

#
13

11
18

.8
28

#
22

17
#

#
18

14
11

#
12

14
18

.2
24

31
.6

3
#

28
#

#
#

#
#

#
28

24
26

50
54

.26
51

96
61

45
#

23
.6

32
42

#
#

#
#

#
22

#
##

#

16
#

#
19

#
11

#
#

33
19

14
31

#
#

#
48

28
.67

14
4

25
#

32
.1

36
27

.97
9

18
.9

28
14

#
#

23
.94

9
24

.63
3

16
.13

#
14

#
#

10
9.4

16
.4

78
#

20
16

#
#

16
12

10
#

11
13

17
.6

24
31

.5
#

28
#

#
#

#
#

#
27

23
26

51
52

.8
54

7
21

7
43

#
22

.56
32

43
#

#
#

#
#

23
#

##
#

16
#

#
19

#
11

#
#

31
18

14
30

#
#

#
47

27
.66

85
8

22
#

30
33

25
.70

9
17

.6
26

14
#

#
21

.22
7

19
.35

9
13

.05
#

9
8

8
7

8
14

.1
16

#
17

14
#

#
13

10
8

9
10

12
17

.7
24

30
.9

5
#

27
#

#
#

#
#

#
24

21
25

50
53

.0
19

8
11

8
42

#
21

.8
84

32
43

#
#

#
#

#
23

#
##

#

16
#

#
18

#
11

#
#

27
17

13
29

#
#

#
44

25
.62

80
6

20
#

26
.8

29
22

.99
8

16
23

13
#

#
17

.35
8

14
.00

6
10

.57
9

8
7

7
7

7.3
12

.8
48

#
15

13
#

#
11

9
8

9
9

12
16

.8
23

28
.6

6
#

24
#

#
#

#
#

#
21

19
24

49
51

.04
54

09
02

36
#

19
.5

52
32

43
#

#
#

#
#

22
#

##
#

17
#

#
19

#
11

#
#

28
17

13
30

#
#

#
45

28
.34

03
6

25
#

29
.9

32
26

.52
2

17
24

13
#

#
18

.10
2

15
.35

1
12

.31
#

10
9

8
8

8.4
14

.1
09

#
17

14
#

#
14

11
9

#
10

12
17

.3
23

26
#

22
#

#
#

#
#

#
21

19
24

48
52

.61
27

27
23

38
#

20
.0

05
34

45
#

#
#

#
#

22
#

##
#
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環
状

8
号

線
・周

辺
都

道
9
3
％

出
典

E
T
C

2
.0

プ
ロ

ー
ブ

デ
ー

タ
（H

3
1.

1～
R

1.
12

）

生
活

道
路

7
％

11

２
．

事
業

の
進

捗
状

況
と

見
込

み
等

（
２

）社
会

情
勢

等
の

変
化

３
）
環

状
８

号
線

周
辺

道
路

の
交

通
状

況
等

•
関

越
道

(練
馬

IC
)及

び
外

環
（
大

泉
IC

）
と

東
名

高
速

（
東

京
IC

）
を

乗
り
継

ぎ
し

て
い

る
交

通
の

約
１
割

が
、

環
状

８
号

線
周

辺
の

生
活

道
路

を
抜

け
道

と
し

て
利

用
。

•
環

状
８
号

線
周

辺
の

生
活

道
路

の
交

通
事

故
件

数
は

、
都

内
の

市
区

町
村

道
と

比
較

し
て

8
倍

～
1
3
倍

。
•

外
環

（関
越

～
東

名
）
の

整
備

に
よ

り
、
抜

け
道

利
用

交
通

が
転

換
す

る
こ

と
で

、
生

活
道

路
の

安
全

性
向

上
が

期
待

。

環 状 ８ 号 線

2
0

2
46

25
4

練
馬

IC
・大

泉
IC

東
京

IC

（
主

）
練

馬
川

口
線

ほ
か

25
路

線

都
道

武
蔵

野
狛

江
線

ほ
か

6
路

線

杉
並

特
別

区
道

第
21

28
号

線
ほ

か
5
路

線

■
環

状
８

号
線

周
辺

道
路

の
抜

け
道

【
練

馬
IC

・
大

泉
IC

⇔
東

京
IC

を
乗

り
継

ぐ
交

通
の

割
合

】

練
馬

IC
・大

泉
IC

⇔
東

京
IC

を
乗

り
継

い
で

い
る

交
通

の
約

1
割

が
生

活
道

路
を

抜
け

道
と

し
て

利
用

至
大

田
区

至
練

馬
区

高
井

戸
西

二
丁

目
周

辺
の

交
通

状
況

撮
影

日
：平

成
31

年
3
月

7.
6 

6.
0 

4.
7 

0.
6 

0
2

4
6

8
10

８
倍

1
0

倍

1
3

倍
抜

け
道

３

抜
け

道
２

抜
け

道
１

都
内

の
市

区
町

村
道

杉
並

特
別

区
道

第
2
12

8号
線

ほ
か

5路
線

（主
）
練

馬
川

口
線

ほ
か

2
5路

線

都
道

武
蔵

野
狛

江
線

ほ
か

6路
線

【
生

活
道

路
に

お
け

る
交

通
事

故
の

発
生

率
（
件

/
km

・
年

）
】

出
典

「交
通

事
故

発
生

マ
ッ

プ
」警

視
庁

H
P

平
成

3
0年

「交
通

事
故

統
計

年
報

」財
団

法
人

交
通

事
故

統
合

分
析

セ
ン

タ
ー

平
成

3
0年

「道
路

統
計

年
報

」国
土

交
通

省
平

成
3
0年
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２
．

事
業

の
進

捗
状

況
と

見
込

み
等

（２
）
社

会
情

勢
等

の
変

化
４

）
物

流
施

設
の

立
地

と
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

を
受

け
た

緊
急

事
態

宣
言

中
に

お
け

る
高

速
道

路
交

通
量

•
圏

央
道

沿
線

に
立

地
す

る
大

型
マ

ル
チ

テ
ナ

ン
ト
型

物
流

施
設

数
は

5
年

前
の

約
4
倍

。
•

高
速

道
路

（全
国

主
要

4
0
断

面
）
の

交
通

量
は

、
3
月

以
降

G
W

に
か

け
て

減
少

。
•

主
に

物
流

を
担

う
大

型
車

は
前

年
比

約
1
～

2
割

減
少

に
留

ま
っ

て
い

る
。

小
型

車
（８

割
減

）

大
型

車
（１

～
２

割
減

）

12

分
割

可
能

な
貸

床

Ｅ
コ
マ
ー
ス
を
支
え
る
大
型
マ
ル
チ
テ
ナ
ン
ト
型

物
流

施
設
（
イ
メ
ー
ジ
）

ら
せ

ん
状

の
ラ

ン
プ

ウ
ェ

イ
大

型
ト

ラ
ッ

ク
が

各
階

に
直

接
乗

入
可

能

多
層

階
構

造
広

い
面

積
を

確
保

福
利

厚
生

施
設

の
充

実
売

店
や

託
児

所
等

が
設

置
可

神
奈

川
県

埼
玉

県

東
京

都
千

葉
県

茨
城

県

東
京

湾

相
模

湾

東 名 高
速

第 三 京 浜
横 横 道

新
東

名

中
央

道

関
越 道

東 北 道

圏
央
道

外
環
道

常
磐 道

中
央
環 状

線

東 関 東 道

館 山 道
ア ク ア ラ イ ン

東
京

湾 岸 道 路

八
王

子
JC

T

海
老

名
JC

T

藤
沢

IC
釜

利
谷

JC
T

鶴
ヶ島 JC

T

久
喜

白
岡

JC
T

つ
くば

JC
T

大
栄

JC
T

松
尾

横
芝

IC

木
更

津
JC

T

三
郷

JC
T

高
谷 JC
T

川
口

JC
T

＜
4車

線
化
＞
20
22
年
度
か
ら順

次
供
用
見
込
み

(2
02
4年

度
全
線
供
用
見
込
み
)

＜
整
備
加
速
＞

20
24
年
度

開
通
見
込
み

全
国
1位

五
霞
町

（
17
.9%

）

全
国
10
位
古
河
市

（
8.
5%
）

全
国
2位

野
田
市

（
12
.3
%
）

全
国
8位

東
松
山
市

（
8.
6%
）

N

全
国
7位

入
間
市

（
9.
6%
）

全
国
9位

⻘
梅
市

（
8.
5%
）

※
大

型
マル

チテ
ナ

ント
型

物
流

施
設

とは
、多

くの
個

人
宅

へ
多

様
な

商
品

を迅
速

に発
送

す
るた

め
効

率
的

に
仕

分
け、

配
送

が
可

能
な

機
能

を集
約

した
施

設

［
⾸
都
圏
三
環
状
道
路
の
整
備
に
よ
る
効
果
］

〜
基
準
地
価
格
（
⼯
業
地
）
の
上
昇
及
び
⼤
型
マ
ル
チ
テ
ナ
ン
ト
型
物
流
施
設
の
⽴
地
〜

平
成

25
年

11
月

時
点

平
成

30
年

11
月

時
点

平
成

29
年

都
道

府
県

地
価

調
査

調
査

地
点

圏
央

道
沿

線
等

に立
地

す
る主

な
企

業
の

大
型

マル
チテ

ナン
ト型

物
流

施
設

※

注
1:※

1 
R2

財
投

活
用

予
定

箇
所

※
2 

用
地

所
得

等
が

順
調

な
場

合
注

2: 
久

喜
白

岡
JC

T〜
木

更
津

東
IC

間
は

、暫
定

2⾞
線

注
3: 

事
業

中
区

間
の

IC
、J

CT
名

称
には

仮
称

を含
む

凡
例

（
令

和
元

年
9月

時
点

）
開

通
済

事
業

中
調

査
中

6⾞
線

4⾞
線

2⾞
線

：
基

準
地

価
格

（
工

業
地

）
上

昇
率

全
国

トッ
プ１

０
の

地
点

を有
す

る沿
線

自
治

体
（

平
成

29
年

都
道

府
県

地
価

調
査

）

木
更

津
東

IC

羽
田

空
港

成
田

空
港

東
金

JC
T

茅
ヶ崎

JC
T

（
⼾

塚
IC

）

⻘
梅

IC

入
間

IC

東
松

山
IC

五
霞

IC

浮
島

JC
T

木
更

津
南

JC
T

千
葉

東
JC

T
宮

野
木

JC
T

事 業 中
東

名
JC

T

大
泉

JC
T 20
25
年
度

開
通
見
込
み

20
24
年
度

開
通
見
込
み※

1 
※

1 

H
3
0財

投
活
用

H
3
0財

投
活
用 ※

2 

出
典

第
３

８
回

国
土

幹
線

道
路

部
会

資
料

14



13

２
．

事
業

の
進

捗
状

況
と

見
込

み
等

①
中

央
Ｊ
Ｃ

Ｔ
に

お
け

る
地

中
拡

幅
部

の
断

面
形

状
・
工

法
変

更
等

に
伴

う
事

業
費

の
増

加
・・

・
・
・
・
・
・・

・
・

②
大

泉
Ｊ
Ｃ

Ｔ
側

本
線

シ
ー

ル
ド
に

お
け

る
地

質
調

査
を

踏
ま

え
た

軟
弱

地
盤

対
策

・
耐

震
検

討
の

追
加

・・
・

③
東

名
Ｊ
Ｃ

Ｔ
に

お
け

る
本

線
シ

ー
ル

ド
ト
ン

ネ
ル

の
掘

進
方

法
及

び
ヤ

ー
ド
構

造
の

変
更

・
・
・
・
・
・
・・

・
・・

・
・
・
・

④
中

央
Ｊ
Ｃ

Ｔ
に

お
け

る
地

質
調

査
・地

下
水

調
査

を
踏

ま
え

た
Ｊ
Ｃ

Ｔ
構

造
等

の
変

更
・
・・

・
・
・
・
・
・・

・
・
・
・
・
・

⑤
大

泉
Ｊ
Ｃ

Ｔ
に

お
け

る
現

地
地

質
条

件
を

踏
ま

え
た

ト
ン

ネ
ル

構
造

等
の

変
更

・
・
・
・
・・

・
・・

・
・
・
・
・
・・

・
・
・
・

要
因

内
容

事
業

費
変

更
内

容
増

額

中 央JCT

地 中 拡 幅 部 の

検 討 結 果 を

踏 ま え た 対 応

①
中

央
Ｊ

Ｃ
Ｔ

に
お

け
る

地
中

拡
幅

部
の

断
面

形
状

・工
法

変
更

等
に

伴
う

事
業

費
の

増
加

•
よ

り
確

実
な

安
全

性
、

健
全

性
の

確
保

が
可

能
と

な
る

構
造

と
し

て
、

有
識

者
委

員
会

の
議

論
も

踏
ま

え
、

円
形

形
状

へ
の

断
面

形
状

変
更

の
必

要
が

生
じ

た
。

約
1
,1

3
0億

円

•
市

街
化

さ
れ

た
地

域
の

大
深

度
地

下
部

に
お

い
て

、
地

下
水

を
有

す
る

地
盤

内
に

非
開

削
で

構
築

す
る

必
要

が
あ

り
、

よ
り

安
全

性
が

高
く
、

か
つ

合
理

的
な

工
法

と
す

る
た

め
、

有
識

者
委

員
会

の
議

論
も

踏
ま

え
、

工
法

変
更

の
必

要
が

生
じ

た
。

約
3
,3

6
5億

円

•
有

識
者

委
員

会
の

議
論

を
踏

ま
え

詳
細

設
計

を
行

っ
た

結
果

、
近

年
の

深
層

地
下

水
位

上
昇

傾
向

を
反

映
し

、
よ

り
安

全
確

実
に

施
工

す
る

た
め

外
殻

シ
ー

ル
ド

発
進

基
地

・
外

殻
シ

ー
ル

ド
の

構
造

変
更

の
必

要
が

生
じ

た
。

約
8
65

億
円

現 地 調 査 等 の 結 果 、 判 明 し た 事 象 へ の 対 応

②
大

泉
Ｊ

Ｃ
Ｔ

側
本

線
シ

ー
ル

ド
に

お
け

る
地

質
調

査
を

踏
ま

え
た

軟
弱

地
盤

対
策

・耐
震

検
討

の
追

加

•
地

質
調

査
の

結
果

を
踏

ま
え

、
大

泉
Ｊ

Ｃ
Ｔ

側
の

本
線

シ
ー

ル
ド

発
進

設
備

に
つ

い
て

、
発

進
架

台
を

発
進

時
の

反
力

を
安

全
に

受
け

持
つ

こ
と

が
で

き
る

構
造

に
変

更
及

び
そ

れ
に

伴
う

周
辺

設
備

変
更

の
必

要
が

生
じ

た
。

•
地

質
調

査
の

結
果

、
耐

震
検

討
を

行
い

、
大

泉
Ｊ
Ｃ

Ｔ
浅

深
度

部
に

お
い

て
シ

ー
ル

ド
ト

ン
ネ

ル
の

セ
グ

メ
ン

ト
種

別
変

更
の

必
要

が
生

じ
た

。

約
6
70

億
円

③
東

名
Ｊ

Ｃ
Ｔ

に
お

け
る

本
線

シ
ー

ル
ド

ト
ン

ネ
ル

の
掘

進
方

法
及

び
ヤ

ー
ド

構
造

の
変

更

•
本

線
シ

ー
ル

ド
ト

ン
ネ

ル
掘

進
中

、
ト

ン
ネ

ル
工

事
で

使
う

空
気

の
ご

く
一

部
が

、
人

工
的

な
孔

を
通

じ
て

地
上

に
漏

出
し

た
こ

と
を

受
け

、
有

識
者

委
員

会
へ

諮
り

、
空

気
を

使
用

し
な

い
掘

進
方

法
へ

変
更

し
た

こ
と

に
伴

い
、

添
加

材
増

量
の

必
要

が
生

じ
た

。
•

横
穴

墓
の

出
土

に
伴

い
設

け
た

検
討

会
の

結
果

、
施

工
計

画
を

見
直

し
、

横
穴

墓
を

保
存

し
な

が
ら

施
工

を
行

う
こ

と
と

な
り

、
ヤ

ー
ド

構
造

の
見

直
し

の
必

要
が

生
じ

た
。

約
2
10

億
円

④
中

央
Ｊ

Ｃ
Ｔ

に
お

け
る

地
質

調
査

・
地

下
水

調
査

を
踏

ま
え

た
Ｊ
Ｃ

Ｔ
構

造
等

の
変

更

•
地

質
調

査
の

結
果

等
を

踏
ま

え
、

中
央

Ｊ
Ｃ

Ｔ
の

構
造

に
つ

い
て

、
掘

削
時

の
盤

ぶ
く
れ

懸
念

な
ど

の
現

地
状

況
に

対
応

し
た

構
造

へ
の

変
更

が
必

要
と

な
り

、
そ

れ
に

伴
う

仮
設

工
法

の
見

直
し

や
施

工
ヤ

ー
ド

の
確

保
の

た
め

の
覆

工
板

設
置

等
の

必
要

が
生

じ
た

。
•

現
況

の
地

質
・
地

下
水

の
状

況
と

中
央

Ｊ
Ｃ

Ｔ
の

構
造

変
更

を
踏

ま
え

た
有

識
者

委
員

会
で

の
検

討
の

結
果

、
地

下
水

流
動

保
全

工
法

に
つ

い
て

、
深

さ
・
方

式
の

見
直

し
の

必
要

が
生

じ
た

。

約
7
80

億
円

⑤
大

泉
Ｊ

Ｃ
Ｔ

に
お

け
る

現
地

地
質

条
件

を
踏

ま
え

た
ト

ン
ネ

ル
構

造
等

の
変

更

•
大

泉
Ｊ
Ｃ

Ｔ
本

線
ラ

ン
プ

接
合

部
に

つ
い

て
、

有
識

者
委

員
会

で
の

意
見

を
踏

ま
え

た
詳

細
設

計
を

進
め

る
中

で
、

施
工

ス
テ

ッ
プ

毎
の

地
質

条
件

を
反

映
し

た
逐

次
解

析
を

実
施

し
た

結
果

、
地

盤
改

良
工

の
追

加
、

補
助

工
法

（
曲

線
パ

イ
プ

ル
ー

フ
工

）
の

追
加

及
び

構
造

（
セ

グ
メ

ン
ト

鋼
材

種
別

）変
更

の
必

要
が

生
じ

た
。

約
5
80

億
円

約
7
,6

00
億

円

（
約

5
,3

6
0億

円
増

額
）

（
約

6
7
0億

円
増

額
）

（
約

2
1
0億

円
増

額
）

（
約

7
8
0億

円
増

額
）

（
約

5
8
0億

円
増

額
）

計
約

7
,6

00
億

円
増

額

（
３

）事
業

の
見

込
み

等
１

）事
業

費
増

加
の

要
因

15
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•
地

下
４
０
ｍ

以
深

に
お

い
て

、
２

つ
の

ト
ン

ネ
ル

を
合

流
さ

せ
る

地
中

拡
幅

部
は

、
世

界
で

も
類

を
見

な
い

規
模

の
、

技
術

的
困

難
さ

を
伴

う
工

事
。

•
計

画
段

階
に

お
い

て
は

、
有

識
者

か
ら

な
る

「
大

深
度

ト
ン

ネ
ル

技
術

検
討

委
員

会
」
に

お
い

て
施

工
可

能
で

あ
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
た

、
当

時
の

技
術

で
あ

る
曲

線
パ

イ
プ

ル
ー

フ
併

用
Ｎ

Ａ
Ｔ

Ｍ
で

計
画

。
•

一
方

で
、

中
央

Ｊ
Ｃ

Ｔ
地

中
拡

幅
部

は
、
市

街
化

さ
れ

た
地

域
の

地
下

部
で

、
地

下
水

を
有

す
る

地
盤

内
で

の
大

規
模

な
非

開
削

に
よ

る
切

り
拡

げ
工

事
と

な
り
、
施

工
技

術
等

に
関

し
て

確
認

、
検

討
す

べ
き

課
題

が
多

く
存

在
す

る
こ

と
か

ら
、

近
年

の
施

工
事

例
や

技
術

開
発

動
向

な
ど

最
新

の
知

見
を

確
認

し
、
検

討
す

る
こ

と
が

不
可

欠
で

あ
る

と
し

て
、
有

識
者

等
か

ら
な

る
「
東

京
外

環
ト
ン

ネ
ル

施
工

等
検

討
委

員
会

」
を

設
立

。
•

民
間

企
業

に
お

け
る

新
技

術
の

開
発

動
向

も
踏

ま
え

な
が

ら
、
よ

り
確

実
な

施
工

時
の

安
全

性
や

、
長

期
的

な
構

造
物

の
健

全
性

の
確

保
の

た
め

、
工

法
・

構
造

の
見

直
し

を
行

い
、

技
術

的
な

検
討

、
検

証
を

進
め

て
い

る
。

・馬
蹄

形
状

・曲
線

パ
イ

プ
ル

ー
フ

併
用

Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｍ

・薬
液

注
入

に
よ

る
止

水

≪
検

討
経

緯
≫

～
Ｈ

1
9
≪

大
深

度
ト
ン

ネ
ル

技
術

検
討

委
員

会
≫

当
時

の
技

術
で

あ
る

、
曲

線
パ

イ
プ

ル
ー

フ
併

用
Ｎ

Ａ
Ｔ

Ｍ
に

て
施

工
可

能
で

あ
り
、

地
上

に
問

題
と

な
る

影
響

が
な

い
こ

と
を

確
認

安
全

か
つ

工
期

短
縮

、
コ

ス
ト縮

減
を

考
慮

し
た

新
工

法
の

開
発

が
望

ま
れ

る

都 市 計 画 変 更 （ 地 下 方 式 ）

H
1
9
.4

H
2
4
.7

～
≪

東
京

外
環

ト
ン

ネ
ル

施
工

等
検

討
委

員
会

≫

【地
中

拡
幅

部
】

近
年

の
道

路
構

造
物

に
関

す
る

維
持

管
理

や
安

全
管

理
な

ど
へ

の
対

応
や

、
現

状
の

技
術

、
外

環
の

条
件

を
踏

ま
え

る
と

、
以

下
の

考
え

方
を

採
用

す
る

こ
と

で
、

よ
り
確

実
な

安
全

性
や

健
全

性
の

確
保

が
可

能
と

な
る

と
考

え
る

①
円

形
形

状
を

基
本

②
十

分
な

止
水

領
域

を
確

保

≪
と

り
ま

と
め

（H
2
6
.6

）
≫

≪
地

中
拡

幅
部

（中
央

JC
T
、

青
梅

街
道

IC
）
の

工
法

の
考

え
方

ま
と

め
（H

2
8
.3

）
≫

技
術

の
検

証
を

行
っ

た
工

法
も

含
め

、
民

間
企

業
が

有
す

る
要

素
技

術
を

整
理

し
、
工

法
に

対
す

る
考

え
方

を
と

り
ま

と
め

•
「外

殻
部

の
施

工
」

•
「発

進
基

地
の

施
工

」

•
「躯

体
の

施
工

」

•
「褄

壁
の

施
工

」

詳 細 設 計 に 着 手

R
2
.7 設 計 方 針 及 び

概 略 の 構 造 に つ い て 確 認

（
３

）事
業

の
見

込
み

等
１

）事
業

費
増

加
の

要
因

①
（
1/

4
）

中
央

Ｊ
Ｃ

Ｔ
地

中
拡

幅
部

の
こ

れ
ま

で
の

検
討

経
緯

後
行

シ
ー

ル
ド

先
行

シ
ー

ル
ド

２
．

事
業

の
進

捗
状

況
と

見
込

み
等

16



①
-
1

地
中

拡
幅

部
（
中

央
Ｊ
Ｃ

Ｔ
）
の

断
面

形
状

変
更

に
伴

う
事

業
費

の
増

加
・
・
・
・
・・

・
・・

・・
・
・
・
・・

・
・
・
・
・・

・
・
・
・・

・
・
・
・・

・・
・
・・

・（
約

1
,1

3
0
億

円
増

額
）

・
当

初
は

、
当

時
の

技
術

（
曲

線
パ

イ
プ

ル
ー

フ
併

用
N
A

T
M

）
に

よ
る

馬
蹄

形
状

を
想

定
し

て
い

た
が

、
有

識
者

委
員

会
（東

京
外

環
トン

ネ
ル

施
工

等
検

討
委

員
会

）
H
2
6
.6

「
と

り
ま

と
め

」
に

て
、
よ

り
確

実
な

安
全

性
、
健

全
性

の
確

保
が

可
能

と
な

る
構

造
と

し
て

、
「
円

形
形

状
を

基
本

」
と

し
、
「
十

分
な

止
水

領
域

を
確

保
」す

る
こ

と
が

提
言

さ
れ

、
断

面
形

状
の

変
更

の
必

要
が

生
じ

た
。

地
中

拡
幅

部
拡

大
イ

メ
ー

ジ

・
施

工
中

及
び

完
成

後
の

漏
水

を
抑

制
す

る
た

め
に

高
い

止
水

性
能

を
確

保

・
特

に
地

中
拡

幅
両

端
の

シ
ー

ル
ド
トン

ネ
ル

と
の

接
続

と
な

る
箇

所
に

つ
い

て
は

、
よ

り
確

実
に

漏
水

を
抑

制

高
さ

約
3
5
ｍ

延
長

約
3
0
0
～

4
0
0
ｍ

・工
事

中
の

各
段

階
に

お
い

て
荷

重
に

対
し

て

十
分

な
耐

力
を

確
保

・コ
ン

ク
リ
ー

ト構
造

に
お

け
る

ひ
び

割
れ

の
発

生

を
抑

制

・損
傷

の
原

因
と

な
る

局
所

的
な

応
力

の
集

中

を
回

避

【円
形

形
状

を
基

本
】

当
初

断
面

イ
メ

ー
ジ

変
更

後
断

面
イ

メ
ー

ジ
【十

分
な

止
水

領
域

を
確

保
】
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中
央

Ｊ
Ｃ

Ｔ
南

側
地

中
拡

幅
部

中
央

Ｊ
Ｃ

Ｔ
北

側
地

中
拡

幅
部

中
央

J
C
T
（
仮

称
）

至
）
八

王
子

方
面

至
）都

心
方

面

至
）
東

名
Ｊ
Ｃ

Ｔ
（
仮

称
）

至
）
大

泉
Ｊ
Ｃ

Ｔ

位
置

図

断
面

が
約

２
倍

都
市

計
画

の
範

囲

黄
色

範
囲

は
止

水
領

域

≪
平

成
2
6
年

6
月

東
京

外
環

トン
ネ

ル
施

工
等

検
討

委
員

会
で

の
「
と

り
ま

と
め

」
≫

（
３

）
事

業
の

見
込

み
等

１
）
事

業
費

増
加

の
要

因
①

（
2
/4

）
中

央
Ｊ
Ｃ

Ｔ
に

お
け

る
地

中
拡

幅
部

の
断

面
形

状
変

更
に

伴
う

事
業

費
の

増
加

２
．

事
業

の
進

捗
状

況
と

見
込

み
等
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①
-
２

地
中

拡
幅

部
（
中

央
Ｊ
Ｃ

Ｔ
）
の

工
法

変
更

に
伴

う
事

業
費

の
増

加
・
・・

・
・
・
・・

・・
・
・・

・
・
・
・
・・

・
・
・・

・
・
・
・
・・

・
・
・
・
・・

・・
・
・
・
・・

（
約

3
,3

6
5
億

円
増

額
）

・
市

街
化

さ
れ

た
地

域
の

大
深

度
地

下
部

に
お

い
て

、
地

下
水

を
有

す
る

地
盤

内
に

非
開

削
で

構
築

す
る

必
要

が
あ

る
中

央
J
C
T
地

中
拡

幅
部

に
つ

い
て

、
よ

り
安

全
性

が
高

く
、
か

つ
合

理
的

な
工

法
と

す
る

た
め

、
有

識
者

委
員

会
（
東

京
外

環
ト
ン

ネ
ル

施
工

等
検

討
委

員
会

）
か

ら
H
2
8
.3

「
地

中
拡

幅
部

（中
央

J
C
T
、

青
梅

街
道

IC
）
の

工
法

の
考

え
方

ま
と

め
」
が

提
言

さ
れ

、
工

法
変

更
の

必
要

が
生

じ
た

。
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「
外

殻
部

の
施

工
」…

帯
水

層
下

で
の

施
工

の
実

績
が

多
く
、

施
工

精
度

確
保

の
確

実
性

が
高

い
シ

ー
ル

ド
工

法
（外

殻
シ

ー
ル

ド
）

で
縦

断
方

向
に

施
工

 
「
発

進
基

地
の

施
工

」…
基

本
的

に
は

地
山

の
露

出
を

少
な

く
す

る
こ

と
と

し
て

、
実

績
が

あ
る

円
周

シ
ー

ル
ド
に

よ
り
構

築

 
「
躯

体
の

施
工

」…
地

中
拡

幅
部

の
内

部
を

掘
削

す
る

段
階

以
前

に
完

成
体

の
躯

体
を

構
築

。
完

成
体

の
躯

体
は

、
外

殻
ｼ
ｰﾙ

ﾄﾞ
を

相
互

に
連

結
す

る
こ

と
に

よ
り
構

築

 
「
褄

壁
の

施
工

」…
凍

結
工

法
な

ど
に

よ
り
、

施
工

時
の

地
山

の
安

定
性

、
止

水
性

を
確

保

 
透

水
性

が
高

い
帯

水
層

下
で

の
止

水
工

法
は

、
よ

り
確

実
で

実
績

の
あ

る
凍

結
工

法
を

基
本

「地
中

拡
幅

部
（中

央
J
C
T
、
青

梅
街

道
IC

）の
工

法
の

考
え

方
ま

と
め

（H
2
8
.3

 東
京

外
環

トン
ネ

ル
施

工
等

検
討

委
員

会
）」

の
提

言
（
概

要
）

（
３

）
事

業
の

見
込

み
等

１
）
事

業
費

増
加

の
要

因
①

（3
/
4
）

中
央

Ｊ
Ｃ

Ｔ
に

お
け

る
地

中
拡

幅
部

の
工

法
変

更
に

伴
う

事
業

費
の

増
加

２
．

事
業

の
進

捗
状

況
と

見
込

み
等
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①
-
３

地
中

拡
幅

部
（中

央
Ｊ
Ｃ

Ｔ
）
の

構
造

変
更

に
伴

う
事

業
費

の
増

加
・
・
・・

・
・
・
・
・・

・・
・
・・

・
・
・
・・

・
・
・
・・

・
・
・
・
・・

・
・
・・

・
・・

・・
・
・・

（
約

8
6
5
億

円
増

額
）

・
近

年
の

深
層

地
下

水
位

の
上

昇
傾

向
が

確
認

さ
れ

た
こ

と
か

ら
、
有

識
者

委
員

会
（
東

京
外

環
ト
ン

ネ
ル

施
工

等
検

討
委

員
会

）
で

の
議

論
等

を
踏

ま
え

、
よ

り
安

全
確

実
に

施
工

す
る

た
め

施
工

時
被

圧
水

位
は

水
位

上
昇

を
考

慮
す

る
こ

と
と

し
、

外
殻

シ
ー

ル
ド
発

進
基

地
・
外

殻
シ

ー
ル

ド
の

構
造

変
更

の
必

要
が

生
じ

た
。 17

【
外

殻
シ

ー
ル

ド
】

地
中

拡
幅

部
イ

メ
ー

ジ
図

【
外

殻
シ

ー
ル

ド
発

進
基

地
】

＜
中

央
Ｊ
Ｃ

Ｔ
部

に
お

け
る

深
層

地
下

水
位

の
経

年
変

化
＞

＜
施

工
時

最
高

被
圧

水
位

の
上

昇
に

伴
う

部
材

の
強

化
＞ 10

年
後

推
定

値
T.

P.
+3

4.
0m

5年
後

推
定

値
T.

P.
+3

0.
0m

＜
東

京
都

に
お

け
る

深
層

地
下

水
位

の
近

年
の

観
測

結
果

＞

東
京

都
に

お
け

る
深

層
地

下
水

位

観
測

位
置

図
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41

地
下

水
圧

の
増

加
に

対
応

す
る

部
材

の
耐

力
強

化
の

た
め

、
鋼

材
種

別
の

ラ
ン

ク
ア

ッ
プ

お
よ

び
板

厚
を

増
加

（
３

）
事

業
の

見
込

み
等

１
）
事

業
費

増
加

の
要

因
①

（4
/
4
）

中
央

Ｊ
Ｃ

Ｔ
に

お
け

る
地

中
拡

幅
部

の
構

造
変

更
に

伴
う

事
業

費
の

増
加

２
．

事
業

の
進

捗
状

況
と

見
込

み
等
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２
．

事
業

の
進

捗
状

況
と

見
込

み
等

大
泉

Ｊ
Ｃ

Ｔ
側

本
線

シ
ー

ル
ド
に

お
け

る
地

質
調

査
を

踏
ま

え
た

軟
弱

地
盤

対
策

・
耐

震
検

討
の

追
加

・・
・・

・
・
・
・・

・
・
・
・・

・・
・
・
・・

・
・
・
・・

（
約

6
7
0
億

円
増

額
）

・
追

加
地

質
調

査
の

結
果

、
シ

ー
ル

ド
発

進
架

台
設

置
箇

所
で

局
所

的
な

軟
弱

層
が

確
認

さ
れ

、
シ

ー
ル

ド
発

進
時

の
反

力
を

安
全

に
受

け
持

つ
こ

と
が

で
き

な
い

こ
と

が
判

明
し

た
こ

と
か

ら
、
発

進
架

台
の

構
造

を
見

直
し

、
ま

た
そ

れ
に

伴
う
狭

小
ヤ

ー
ド
で

の
施

工
に

適
し

た
設

備
配

置
へ

の
変

更
の

必
要

が
生

じ
た

。
・
追

加
地

質
調

査
に

よ
る

弾
性

波
探

査
の

結
果

を
受

け
、
耐

震
検

討
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
大

泉
Ｊ
Ｃ

Ｔ
浅

深
度

部
に

お
い

て
シ

ー
ル

ド
ト
ン

ネ
ル

の
セ

グ
メ

ン
ト
種

別
の

変
更

の
必

要
が

生
じ

た
。

大
泉

側
本

線
シ

ー
ル

ド
の

発
進

架
台

の
変

更

平
成

28
年

12
月

の
東

京
外

環
ト
ン

ネ
ル

施
工

等
検

討
委

員
会

で
の

意
見

を
踏

ま
え

、
大

泉
側

本
線

シ
ー

ル
ド
の

発
進

架
台

を
、

鉄
骨

を
組

ん
だ

簡
易

フ
レ

ー
ム

構
造

か
ら

、
発

進
時

の
反

力
を

安
全

に
受

け
持

つ
こ

と
が

で
き

る
、

鉄
筋

コ
ン

ク
リ
ー

ト
を

使
用

し
た

側
壁

＋
フ

ー
チ

ン
グ

に
よ

る
重

量
構

造
に

変
更

。

【
当

初
構

造
】

鉄
骨

に
よ

る
簡

易
フ

レ
ー

ム
構

造
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礎
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1
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【変
更
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1
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、

L
=
1
4
m
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1
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シ
ー

ル
ド
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進

架
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門
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ク
レ

ー
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至
）関

越
道

所
沢
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至
）関

越
道

練
馬
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至

）中
央
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T（

仮
称

）

大
泉

側
本

線
シ

ー
ル

ド
発

進
立

坑
部

発
進

架
台

の
基

礎
杭

の
施

工
状

況

側
壁

コ
ン

ク
リ
ー

トの
施

工
状

況

狭
小

ヤ
ー

ド
で

の
施

工
に

適
し

た
設

備
配

置
の

変
更

大
泉

側
本

線
ｼ

ｰﾙ
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発
進

立
坑

部
土

砂
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出
設

備

改
質

材
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設

備

土
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ホ
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パ
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続

ベ
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コ
ン

垂
直

ベ
ル

コ
ン

門
型

ク
レ

ー
ン

に
よ

る
施

工

（
３

）
事

業
の

見
込

み
等

１
）
事

業
費

増
加

の
要

因
②

大
泉

Ｊ
Ｃ

Ｔ
側

本
線

シ
ー

ル
ド

に
お

け
る

地
質

調
査

を
踏

ま
え

た
軟

弱
地

盤
対

策
・
耐

震
検

討
の

追
加

位
置

図
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